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特集 　平成24年度 西都市教育表彰

▲第 8 回西都原このはなマ
ラソン（３月 17 日）
好天に恵まれた春の西都原。
満開の菜の花の中を市内外か
ら集まった約 3,000 人のラン
ナーが駆け抜けました。
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こんね！四季を彩るロマンのまち　西都
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お手本となるような行いをした児童・生徒に贈られる
教育表彰。受賞した皆さんをご紹介します。
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平成24年度西都市教育委員会表彰
西都市地域づくり講演会

今回は、春の訪れを知らせるツクシをご紹介

 2013.April N
o.552  発

行
／

西
都

市
役

所
　

編
集

／
総

務
課

　
〒

881-8501
宮

崎
県

西
都

市
聖

陵
町

２
丁

目
１

番
地

　
Tel.0983-43-1111  Fax.0983-43-2067

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

／
http://w

w
w.city.saito.m

iyazaki.jp　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
／

koho@
saito-city.jp　

　
印

刷
／

㈲
河

野
印

刷
所

　
0983-43-0019

さ
い
と

さ
い
と

広報

▲第 8 回西都原このはなマ▲第 8 回西都原このはなマ

表紙（横）.indd   2 13/03/21   13:43



 広報さいとApril 2013　02

努力表彰 奨励表彰

９カ年無欠席者９カ年無欠席者

小学校６年間と中学校
３年間の計９カ年にわ
たり、一度も欠席があ
りませんでした。

穂北中学校３年

後藤駿斗君
ごとうしゅんと

妻南小学校６年

上米良実佳さん
かんめら のりか

都於郡中学校３年

児玉奨太君
こだましょうた

妻北小学校６年

黒木ななさん
くろき

妻中学校３年

山口愛実さん
やまぐちあいみ

妻中学校３年

日高莉菜さん
まりなひだか

三納小学校６年

池野智貴君
 いけの  ともき

銀鏡中学校３年

福島千広さん
ふくしま ちひろ

三納中学校３年

濵口健太郎君
はまぐち けんたろう

妻中学校３年

青山廉君
あおやまれん

努力表彰

妻南小学校６年

久保田峻介君
くぼた しゅんすけ

穂北小学校６年

重本茉凛さん
しげもとまりん

三財中学校３年

井上祐輔君
いのうえゆうすけ

三財中学校３年

中武由妃さん
なかだけ ゆき

　給食委員長や登校班長として、リーダーシッ
プを発揮しました。成人式では「お祝いのこと
ば」を贈る大役を果たしました。
今後の目標今後の目標
野球部に入りたいです。生徒会にも参加し、先
輩たちから礼儀やいろんなことを学びたいです。

三納中学校３年

　生徒会長として、さまざまな行事を運営しま
した。また震災復興支援活動など、ボランティ
ア活動にも熱心に取り組みました。

今後の目標今後の目標
勉強と部活、趣味のギターの両立をはかってい
きたいです。

　「夢・創造『サイエンスコンクール』」、「中学
生『税についての作文』コンクール」などで優
秀な成績を収め、生徒会活動にも積極的でした。
今後の目標今後の目標
銀鏡で学んだことを生かして、行事などに積
極的に参加し、新しい自分を見つけたいです。

今後の目標今後の目標
勉強とスポーツを両立
させて、友達と絆を深
めていきたいです。

　学習に意欲的に取り
組み、級友や低学年と
積極的に交流しました。
また陸上でも活躍し、
市町村対抗駅伝に選手
として出場しました。 今後の目標今後の目標

陸上部に入って、100
mを中心に、短距離の
選手としてがんばりた
いです。

　県小学生学童陸上競
技大会の 100mで２位
入賞、全国大会に出場
するなど、優秀な成績
を収めました。

今後の目標今後の目標
バレー部に入りたいで
す。勉強も部活も、文
武両道でがんばります。

　毎日練習に励み、市
小学生陸上記録会 80m
ハードルで大会新記録
を樹立しました。学校
生活にも、責任感をも
って取り組みました。 今後の目標今後の目標

バレー部に入りたいと
思っています。他の人
をリードできるような
生徒になりたいです。

　責任感をもって登校
班長を務め、家庭でも
積極的に手伝いをする
など、みんなのために
地道に取り組みました。

おめ
でとうございますおめ
でとうございます

平成23年度西都市教育委員会表彰（教育表彰）平成24年度西都市教育委員会表彰（教育表彰）

※学年は、受賞時（平成 24年３月）のものです。※学年は、受賞時（平成 25年３月）のものです。

教育表彰はお手本となるような行いをした児童・
生徒と、９カ年無欠席の中学生に贈られます。
今回は奨励表彰３人と、努力表彰４人、
９カ年無欠席者７人に贈られました。

教育表彰はお手本となるような行いをした児童・
生徒と、９カ年無欠席の中学生に贈られます。
今回は奨励表彰３人と、努力表彰４人、
９カ年無欠席者７人に贈られました。
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　２
月
16
日
（
土
）、市
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
西
都
市
地
域
づ
く

り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
演
会
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
や

意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
地
域
づ
く
り
の
原
点
に

立
ち
返
っ
て
、
地
域
の
将
来
像
を

し
っ
か
り
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　こ
こ
で
は
、「
基
調
講
演
」
や

「
事
例
発
表
」
の
要
約
、「
西
都
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
奨
励
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
２
つ
の
団
体
を
紹
介

し
ま
す
。

「
改
め
て
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

み
ん
な
の
く
ら
し
タ
ー
ミ
ナ
ル　

　

 

代
表
理
事　
初は
つ
が
の
鹿
野  

聡　
氏

　
昔
は「
田
植
え
」や「
葬
式
」、「
祭

り
」
が
あ
る
と
地
域
の
人
が
集
ま

り
助
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
で
は
機
械
化
が
進

み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
普
及

し
た
た
め
、
人
と
関
わ
ら
ず
と
も

暮
ら
せ
る
「
便
利
」
な
社
会
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、「
便
利
」

が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
を

断
ち
切
っ
て
し
ま
い
「
孤
独
」
を

感
じ
る
人
が
増
え
、「
助
け
て
」

の
一
言
が
と
て
も
言
い
に
く
い
社

会
に
な
り
ま
し
た
。
虐
待
、
自
殺

や
孤
立
死
、
高
齢
者
の
犯
罪
の
増

加
は
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め

の
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
を
考
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
で
大

切
な
こ
と
は
、
い
か
に
人
と
人
と

が
『
直
接
』
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
場
を
意
識
し
て
つ
く
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昔
は
、
普
段
の
生
活
や
地
域
の

行
事
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
人
間

関
係
や
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
ま

し
た
。
今
は
、
地
域
に
若
者
が
そ

れ
を
体
験
す
る
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
触
れ
合

い
助
け
合
う
、
昔
の
「
田
植
え
」

の
よ
う
な
仕
組
み
を
地
域
の
中
に

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
仕
組
み
が
日
頃
か
ら
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
と
、
災
害
の
時
に

も
生
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
中
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
、
外
部
の
団
体
と
協
力
す
る

こ
と
や
、
男
性
と
女
性
の
特
性
を

互
い
に
理
解
し
、
お
互
い
の
意
見

を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
改
め
て
地
域
の
『
根
っ
こ
』
を

見
直
し
、
時
代
に
あ
っ
た
地
域
づ

く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
頃
あ
ま
り
参
加
し
な
い
の

　
で
、
勉
強
に
な
っ
た
。

●
連
絡
・
広
報
に
よ
る
一
方
通
行

　
に
な
ら
な
い
よ
う
な
組
織
づ
く

　
り
が
大
事
だ
と
思
う
。

●
イ
ベ
ン
ト
消
化
の
打
ち
上
げ
花

　
火
に
終
始
し
な
い
よ
う
地
域
の

　
課
題
解
決
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

　
と
を
痛
感
し
た
。

●
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加

　
で
き
る
活
動
が
必
要
。

●
子
育
て
世
代
が
地
域
づ
く
り
に

　
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ

　

と
広
が
り
が
高
ま
る
気
が
す

　
る
。

●
全
て
の
住
民
が
集
落
に
加
入
す

　
る
と
い
う
課
題
を
解
決
し
な
い

　
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
難

　
し
い
。

●
現
に
あ
る
組
織
と
の
連
携
を
考

　
え
、一
体
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

●
時
間
の
経
過
と
と
も
に
新
鮮
さ

　
も
な
く
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ

　
る
よ
う
に
感
じ
る
。
各
協
議
会

　
同
士
で
課
題
解
決
の
方
法
を
話

　
し
合
う
機
会
を
設
け
た
ら
ど
う

　
だ
ろ
う
か
。

●
年
々
高
齢
者
が
増
え
る
な
か
、

　
若
い
人
の
知
恵
と
身
体
を
導
入

　
し
て
ほ
し
い
。
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基
調
講
演

みんなのくらしターミナル
代表理事　初鹿野 聡 氏　

　受付前で行われた各協議会の
　活動を紹介するパネル展

講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
の
﹁
声
﹂

西都市地域づくり講演会
「目指す地域の姿がみえていますか」
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「
み
ん
な
が
笑
顔
・

　
　
　
　い
き
い
き
穂
北
」

　
　
　
　
　穂
北
づ
く
り
協
議
会

   

平
成
21
年
11
月
に
設
立
し
た
穂

北
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
９
つ
の

部
会
で
「
わ
け
も
ん
応
援
ツ
ア
ー

（
婚
活
）」
や
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ

く
体
験
」、「
健
康
エ
コ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」、「
穂
北
軽
ト
ラ
市
」
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

全
体
で
協
力
し
、
で
き
る
こ
と
を

や
る
。
長
続
き
す
る
に
は
無
理
を

し
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
で
き
て
い
る
こ
と

を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
、
活

動
を
穂
北
全
体
・
全
員
参
加
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
地
域

防
災
や
穂
北
の
文
化
を
生
か
し
た

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
後
継

者
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
穂
北
の
ま
ち
を
明
る

く
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

　
　
都
於
郡
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
21
年
11
月
に
設
立
し
た

都
於
郡
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
４
つ
の
部
会
で
「
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
の
作
成
」
や
「
史
跡
の
案

内
板
の
設
置
」、「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」、「
特
産
物
の
加
工
・
販
売
」

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
全
体
の
活
動
と
し

て
、「
と
の
く
り
総
合
祭
」
や
「
都

於
郡
城
址
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
『
で
き
る
こ
と

か
ら
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
年
目
を
迎
え
事
業
も
浸
透
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
今
ま
で
の
事
業
を
見

直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
心

の
温
ま
る
都
於
郡
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
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西都手話サークル

西都市協働のまちづくり奨励賞　受賞団体
西都市協働のまちづくり奨励賞とは、公益的な市民活動の取り組みを行っている団体の中から、市民活動を精力的に
実施し、地域社会への貢献度が高く、今後さらに継続的かつ発展的な活動が期待できる団体を表彰するものです。

　設立当初から毎年、手話奉仕員養成講座を企画・運
営し、会員を増やすとともにろう者の日常生活や社会
参加での支援を会員同士協力しながら行っています。
　また、学校・地域での手話教室の講師や各種イベン
トでの手話通訳を行うなど、地域行事から障がい福祉
分野まで幅広く活動しています。
　今後はさらに多くの方に手話の魅力、楽しさをアピ
ールしながら普及に努めていきます。

　仲間づくりを基礎に相互に支え合い、知識と経験を生
かして、地域の諸団体と共同して地域を豊かにする社会
活動に取り組んでいます。
　現在、毎月１日と 15 日に定例会を開催し、鉾先公園
の草刈りや、地域の子どもから高齢者までが一緒になっ
た地域ふれあい交流、地域の畑にひまわりやコスモスな
どを植えたりして、地域の環境美化に取り組んでいます。
　これからも会員一人一人が地域の若者の手本となり、
将来を担う子どもたちに地域への愛着心と夢を育む地道
な活動に取り組んでいきます。

【設立】
　昭和 50 年 4月 1日
【代表者】
　阿萬　祐典さん
【会員数】
　20 人

上野高齢者クラブ
【設立】
　昭和 38 年 4月 1日
【代表者】
　横山　昭雄さん
【会員数】
　40 人

うわの

事
例
発
表 

①
満留 敏文 会長

　黒川 隆藏
　　 　事務局長

事
例
発
表 

②

特集・地域づくり.indd   2 13/03/21   13:17
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本
市
で
キ
ャ
ン
プ

　
　さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う

 東邦ガス硬式野球部歓迎セレモニー

２月 28 日、市役所玄関前で東邦ガス硬式
野球部キャンプの歓迎セレモニーが行わ
れました。東邦ガス硬式野球部は愛知県
名古屋市に本拠地を置く社会人野球チー
ムで、キャンプには選手・コーチ陣合わ
せて約 30 人が参加。市スポーツランド推
進協議会から竹川智之監督に完熟きんか
ん「たまたま」エクセレント 10 キロが贈
られ、選手たちを激励しました。

市
長
、
教
育
長
に

　
　受
賞
の
喜
び
を
報
告

宮日出版文化賞受賞報告

３月７日、第 23 回宮日出版文化賞を受
賞した『銀鏡神楽－日向山地の生活誌－』
を出版した濵砂武昭さんら一行が、市長
と教育長に受賞を報告しました。「みんな
が力を合わせて完成した本。このような
結果になってうれしい」と話す濵砂さん
に、市長が「地域の文化を後世に残すい
い仕事をされました。市としても喜ばし
い」と祝辞を述べました。

  

素
晴
ら
し
い
歌
声
が

　
　癒
や
し
と
元
気
を
与
え
る

西都市合唱祭

３月２日、市民会館で西都市合唱祭があ
りました。これは、本市の合唱活動をさ
らに発展向上させることを目的に毎年開
催するもの。市内の小中高校の合唱部な
ど８団体が参加し、日頃の練習の成果を
発表しました。各団体は、透き通るよう
な歌声で約 550 人の来場者を魅了しまし
た。また最後に会場内の全員で気持ちよ
く西都市民歌を歌いました。

市
内
全
域
に

　
　協
議
会
が
設
立

 妻南地域づくり協議会設立総会

３月９日、妻南小学校体育館で妻南地域
づくり協議会設立総会がありました。こ
の日、総会には同地域住民約 200 人が出
席。協議会設立までの経過報告がなされ
た後、今後の活動内容などについて協議
しました。また同協議会の初代会長とし
て、山﨑幸雄さんが選任されました。山
﨑会長は、「妻南ならではの地域づくりを
進めていきたい」と抱負を述べました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

まちの話題.indd   1 13/03/21   13:19
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日向国府跡発掘調査現地説明会
２月 17日、右松地区で「日向国府跡発掘調査現地説明会」
が行われました。これは市教育委員会が行っている同発
掘調査の成果を一般公開するもので、この日は約 140 人
が参加。新たに発掘された「西脇殿跡」・「南門跡（正門）」
や出土遺物が公開されました。参加者は国指定史跡「日
向国府跡」を間近で見学し、担当者の説明に真剣に聞き
入っていました。

まちなか地域福祉まつり 2013
２月 24日、あいそめ広場を中心とした会場で、まちなか
地域福祉まつり 2013 が開催されました。ステージでは
オリジナル曲「ハニワのパン屋さん」の振り付けを競う
コンテストやコンサートが行われ、詰め掛けた来場者を
楽しませていました。また小野崎通りでは「福祉バス引
き大会」が行われ、参加チームは力を合わせて必死でバ
スを引っ張りました。

西都市生涯学習フェスティバル
３月９日と 10 日、市公民館などで西都市生涯学習フェ
スティバルが開催されました。文化ホールでは大正琴や
太極拳などの舞台発表、図書館では人形劇や○ ×ゲーム
などの図書館まつりを実施。市公民館では書道などの作
品展示やボーイスカウトなどの活動紹介が行われました。
男性料理講座生徒による「つみれスープ」の振る舞いも
あり、男の手料理に来場者は舌鼓を打っていました。

からいも交流市長表敬
３月 12 日、からいも交流で西都児湯内にホームステイ
する留学生のうち６人が市長室を訪れました。からいも
交流とは、外国人留学生をホームステイとして受け入れ、
家庭生活を通して日本文化に触れてもらうというもの。
本市には５人がホームステイしました。流ちょうな日本
語を話す一行に市長が「今回の体験が皆さんの将来に役
立てばうれしい」と歓迎のあいさつを述べました。

命の灯火プロジェクト
 ３月 10 日、あいそめ広場で命の灯火プロジェクトが開催
されました。これは東日本大震災の被災者を支援するた
めに開催されたイベントで、昨年の３月 11 日に続いて
２回目となりました。会場ではフリーマーケットを開催、
ろうを溶かしてつくるワックスボウルも制作されました。
来場者は被災地復興への願いを込め、それぞれ心のこもっ
た応援メッセージを書き込んでいました。

ち の話題ま
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人人今月の今月の

た
め
に
そ
の
事
業
を
や
る
の
か
、

対
象
と
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
」
と
い

う
の
が
、
実
行
委
員
長
と
し
て
の

橋
口
さ
ん
の
心
構
え
で
す
。「
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
め
て
、
思
い
出

に
残
る
よ
う
な
事
業
を
や
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
魅
力
を
伝

え
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

青
年
会
議
所
の
本
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
ひ
ろ
げ
ろ
波
紋
」。

本
年
度
の
理
事
長
・
池
水
隆
寿
さ

ん
が
提
唱
す
る
も
の
で
、
橋
口
さ

ん
も
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
力
を

合
わ
せ
ま
す
。「
石
を
投
げ
て
水

面
に
波
紋
が
広
が
る
よ
う
に
、
自

分
た
ち
の
活
動
が
周
囲
に
広
が
り
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
取
り

組
み
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
会
議

所
の
メ
ン
バ
ー
と
も
一
緒
に
プ

レ
ー
し
、
先
輩
た
ち
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
募
集

が
目
下
の
課
題
。「
い
ろ
ん
な
事

業
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
一
緒

に
活
動
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
、
目
標
を
共
有
で

き
る
仲
間
を
探
し
て
い
ま
す
。
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三
財
新
聞
「
き
ず
な
」
の
２
月

号
に
「
寒
川
の
今
を
取
材
し
ま
し

た
」
と
い
う
見
出
し
で
、
20
枚
の

写
真
が
載
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、

廃
校
に
な
っ
た
寒
川
校
の
校
舎
や

運
動
場
、
校
歌
が
書
い
て
あ
る
看

板
の
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
私
と
夫
は
、
僻
地

校
勤
務
と
な
っ
て
、
寒
川
小
と
三

財
中
寒
川
分
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

学
校
は
、
小
・
中
一
体
と
な
っ
て

教
育
に
あ
た
り
、
学
校
行
事
も
一

緒
、
地
域
住
民
も
行
事
に
参
加
し

て
、
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。

　

で
も
私
は
、
学
校
に
校
歌
が
な

い
の
が
残
念
で
し
た
。
そ
の
こ
と

を
高
鍋
高
校
で
、
音
楽
を
習
っ
た

加
藤
二
郎
先
生
に
話
す
と
、「
僕

が
作
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と
言
わ
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
夫
は

沼
口
五
十
次
先
生
に
歌
詞
を
依
頼

し
よ
う
と
考
え
、
寒
川
に
お
連
れ

し
て
、
学
校
の
様
子
、
地
域
の
情

景
を
見
て
頂
き
、
歌
詞
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
加
藤
先
生
が
曲
を

付
け
ら
れ
て
「
寒
川
校
校
歌
」
は

誕
生
し
た
の
で
す
。

　

校
歌
の
披
露
を
す
る
の
に
、
初

め
て
ピ
ア
ノ
が
学
校
に
入
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
が
珍
し
そ
う
に
ピ

ア
ノ
に
触
っ
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
今
、
誰
も
校
歌
を
歌
う

人
は
い
ま
せ
ん
。
で
も
当
時
学
ん

で
い
た
人
の
心
の
中
に
、
き
っ
と

校
歌
は
残
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

一　

寒
川
の
背
に
立
ち
昇
る

　
　

朝
霧
に
お
う
学
舎
よ

　
　

兄
さ
ん
達
と
手
を
組
ん
で

　

※
強
く
賢
く
伸
び
て
ゆ
く

　
　

あ
あ
、
光
あ
り
寒
川
校

二　

小
鹿
の
遊
ぶ
前
山
の

　
　

緑
に
映
ゆ
る
学
舎
よ

　
　

妹
達
と
輪
に
な
っ
て

　
　
（
※
繰
り
返
し
）

三　

朝
日
に
光
る
海
の
色

　
　

は
る
か
に
見
ゆ
る
学
舎
よ

　
　

皆
と
一
緒
に
胸
は
っ
て

　
　
（
※
繰
り
返
し
）

　

沢
山
の
懐
か
し
い
思
い
出
の
あ

る
寒
川
を
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
。

み
ん
な
の
広
場

橋
はしぐち

口　公
きみ

紀
のり

さん
今年創立40周年を迎える西都青年会議所。
40周年記念実行委員長としてさまざまな事業に取り組みます。

　

今
年
９
月
で
創
立
40
周
年
を
迎

え
る
西
都
青
年
会
議
所
。
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
す
る
た
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

橋
口
さ
ん
は
創
立
40
周
年
記
念

実
行
委
員
長
と
し
て
、
記
念
の
年

を
祝
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
俳
優
の
哀
川
翔
さ

ん
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
。「
大

人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
」
と
題
し
、
地
域
の
大
人
が
子

ど
も
た
ち
と
ど
う
ふ
れ
あ
っ
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
講
演
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

　
７
月
に
は
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
ほ
か
、

９
月
に
は
記
念
式
典
も
行
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
誰
の
た
め
に
、
何
の

昭和 49年 4月 5日生
穂北：下水流地区

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

今月のリポーター
月中：児玉美佐子さん

みんなの広場.indd   1 13/03/21   13:20
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ども会の手伝いやボランティア活動に取り組むジュニ
ア・リーダー。市内の中・高生が、活動を通してリーダー

としてのスキルを学んでいます。
　３月 10日に開催された市生涯学習フェスティバルでもバ
ルーンアートを来場者に配布していました。
　妻高３年生の菊池郷実さんは、ジュニア・リーダーとし
て最後の活動でした。「大学受験の時にジュニア・リーダー
としてボランティアをがんばったことなどを認めてもらえ、
とてもいい経験になった」と話していました。「小学生とふ
れあったりして、忘れていた楽しさもたくさん見つかりま
す。私たちが抜けてしまうので、新しい人が増えるといい
ですね」と新しいメンバーの参加に期待していました。
　西都商１年の巽翔大君は、レクリエーションやリーダー
研修、クリスマス会など、多彩なイベントを楽しんでいます。
巽君は、県ジュニア・リーダーの平成 25年度会長も務めま
す。「西都以外のジュニアをまとめられるようにがんばりた
い！」と意欲にあふれていました。

子

　わたしは、妻南小の金管バンドに入ってい
ます。２年生から始めました。最初のころは、
キーボードをしていました。今は、トランペッ
トをしています。最初は、あまり音が出なかっ
たけど、今はずいぶん音が出るようになりま
した。
　金管バンドは、明るく楽しいバンドです。
先生も明るく楽しい先生です。たまには、お
こったりするけど、優しい先生です。
　今、取り組んでいる曲は、「聖者の行進」で
す。この曲はテンポがよく、とっても元気が
よい曲です。演そうしていると、曲から元気
をもらっているかのように感じます。
　わたしがこれからがんばりたいことは、高
い音をすぐ出せるようにすることと、息つぎ
の場所を考えることです。６年生では、自分
で曲のイメージしながら演そうできるように
努力していきたいです。

 題名
　　『金管バンド』

妻南小新６年　

川
かわぐち
口　ななみさん  

 まつうら　わかなちゃん
清水保育園・５歳

作品
 「しろ組さんのプレゼント」

 
北
きたじま
島　悠

ゆうご
吾くん

（平成22年10月20日生）
とってもパワフルなゆうくん。
　　保育園でたくさんお友達つくろうね！
　(中央町：忍さん・静香さんの長男 )

　

西都市ジュニア・リーダーの皆さん

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

みんなの広場.indd   2 13/03/21   13:20



 

■
日
時
＝
４
月
29
日
（
月
曜
）

　

10
時
〜
17
時

■
会
場
＝
大
師
堂
広
場
（
右
松
城

　

平
地
区
）

■
内
容
＝
弘
法
大
師
像
の
ご
開

　

帳
、
婦
人
会
に
よ
る
山
菜
料
理

　

の
振
る
舞
い
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

第
10
代
都
於
郡
城
城
主
伊
東
義

祐
（
三
位
入
道
）
が
開
い
た
と
言

わ
れ
る
山
路
毘
沙
門
天
の
縁
日
。

■
日
時
＝
４
月
28
日
（
日
曜
）

　

10
時
〜

■
会
場
＝
山
路
毘
沙
門
天
堂
（
三

　

宅
山
路
地
区
）

■
内
容
＝
本
尊
で
あ
る
山
路
毘
沙

　

門
天
立
像
（
県
指
定
文
化
財
）

　

の
ご
開
帳
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

弥
勒
祐
徳　
桜
展

■
期
間
＝
４
月
７
日(
日
曜)

ま

　

で
永
友
啓
一
郎

　
　
　
　
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

■
期
間
＝
４
月
９
日(

火
曜)

〜

　

14
日
（
日
曜
）

ナ
カ
フ
ミ
ヒ
コ
切
り
絵
作
品
展

　
　
　
　
　
﹁
や
さ
し
い
気
持
ち
﹂

■
期
間
＝
４
月
16
日(

火
曜)

〜

　

21
日
（
日
曜
）
ま
で

橋
口
登
志
郎　
写
真
展

　
　
　
　
　
　
　
ー
都
市
論
ー

■
期
間
＝
４
月
23
日
（
火
曜
）
〜

　

28
日
（
日
曜
）

ぞ
ろ
目
ラ
イ
ブ

　
お
は
な
し
と
お
ん
が
く
の
森

■
日
時
＝
４
月
５
日
（
金
曜
）

　

18
時
30
分
時
開
場
、
19
時
開
演

■
入
場
料
＝
一
般
１
０
０
０
円
、

　

学
生
５
０
０
円

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

　

宮
崎
県
で
は
、
人
材
を
求
め
る

県
内
企
業
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
県
外
３
会
場

で
「
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
お
よ
び
会
場
＝

○
福
岡
会
場
：５
月
11
日
（
土
曜
）

　

天
神
ビ
ル
（
福
岡
市
中
央
区
）

○
東
京
会
場
：５
月
18
日
（
土
曜
）

　

都
道
府
県
会
館
（
千
代
田
区
）

○
大
阪
会
場
：５
月
25
日
（
土
曜
）

　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
（
北
区
）

■
開
催
時
間
（
全
会
場
共
通
）
＝

　

13
時
〜
16
時
（
受
付
12
時
〜
）

■
対
象
者
＝
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

　

希
望
者
、
新
規
大
学
な
ど
卒
業

　

予
定
者

■
参
加
企
業
＝
県
内
に
事
業
所
な

　

ど
を
有
し
、
県
内
で
就
業
す
る

　

人
材
を
募
集
す
る
企
業

※
参
加
企
業
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
参
加
無
料
・
事
前
申

　

し
込
み
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

県
地
域
雇
用
対
策
室

　

℡
０
９
８
５-

26-

７
１
０
５

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外
で
の

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
事
業
＝
相
互
交
流
事
業
・

　

自
然
体
験
事
業
な
ど
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■
日
程
＝
７
月
25
日
（
木
曜
）
〜

　

８
月
13
日
（
火
曜
）
の
う
ち
８

　

〜
18
日
間

■
派
遣
先
＝
米
国
、
英
国
、
豪
州
、

　

カ
ナ
ダ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

■
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
英
語

　

研
修
、
野
外
活
動
な
ど

■
募
集
対
象
＝
小
学
校
３
年
生
〜

　

高
校
３
年
生

■
申
込
締
切
＝
６
月
３
日（
月
曜
）

　

お
よ
び
10
日
（
月
曜
）

※
日
程
や
募
集
対
象
な
ど
は
事
業

　

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.kskk.or.jp

）

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
03-

６
４
５
９-

４
６
６
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

で
は
、
平
成
25
年

度
春
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容
＝
①
青
年
海
外
協
力

　

隊
、
②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア

■
応
募
資
格
＝
①
満
20
歳
〜
満
39

　

歳
、
②
満
40
歳
〜
満
69
歳

※
①
②
と
も
に
日
本
国
籍
を
有
す

　

る
こ
と

■
募
集
分
野
＝
農
林
水
産
、
土
木

　

建
築
、
加
工
、
教
育
文
化
な
ど

■
派
遣
国
＝
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、

　

中
南
米
な
ど
計
約
80
カ
国

■
派
遣
期
間
＝
１
年
間
ま
た
は
２

　

年
間

■
募
集
期
間
＝
５
月
13
日（
月
曜
）

　

ま
で

体
験
談
＆
説
明
会

　

今
回
の
募
集
に
合
わ
せ
「
体
験

談
＆
説
明
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
４
月
26
日
（
金
曜
）

　

18
時
30
分
〜

■
会
場
＝
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階

■
そ
の
他
＝
入
場
無
料
・
事
前
予

　

約
不
要
で
す
。

※
詳
細
は
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.jica.go.jp/

）

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
宮
崎

　

℡
０
９
８
５-

32-

８
４
５
７

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が

２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。

通
信
講
座
で
新
し
い
趣
味
・
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

■
主
な
講
座
＝
書
道
、
水
彩
画
、

　

絵
手
紙
、
写
真
、
折
り
紙
な
ど

■
申
込
受
付
期
間
＝
通
年

■
募
集
対
象
＝
一
般

■
受
講
期
間
＝
３
カ
月
〜
１
年

※
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
同
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.n-gaku.jp

）

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
案
内
書
請
求
先
＝

　

請
求
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
１
２
０-

06-

８
８
８
１

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
代
表
）

　

℡
０
４
２-

５
７
２-

３
１
５
１

　

国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
人
材

の
育
成
を
目
的
に
、
向
学
心
に
富

み
、
国
際
交
流
に
係
る
海
外
渡
航

を
希
望
す
る
者
（
小
学
生
か
ら
大

学
生
ま
で
）
の
保
護
者
に
対
し
て

資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

■
貸
付
条
件
＝
保
護
者
が
本
市
に

　

居
住
し
て
い
る
（
居
住
す
る
）

　

こ
と

■
貸
付
額
＝
40
万
円
以
内

■
年
度
定
員
＝
10
人

■
貸
付
利
率
＝
正
規
の
期
間
内
の

　

償
還
で
あ
れ
ば
無
利
息

■
償
還
方
法
＝
貸
付
を
受
け
た
翌

　

年
度
か
ら
２
年
以
内
に
償
還　

※
毎
年
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２

　

月
の
末
日
ま
で
の
均
等
償
還

■
申
込
期
限
＝
随
時
受
付

■
そ
の
他
＝
国
際
交
流
資
金
は
丸

　

山
嘉
夫
様
の
寄
附
金
が
充
て
ら

　

れ
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
１
０
６

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
育
成

医
療
の
給
付
申
請
窓
口
が
高
鍋
保

健
所
か
ら
市
福
祉
事
務
所
に
変
わ

り
ま
す
。

　

育
成
医
療
と
は
、
身
体
に
障
が
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い
を
有
す
る
、
ま
た
は
現
在
の
病

気
を
放
置
す
る
と
将
来
障
が
い
を

残
す
と
認
め
ら
れ
る
18
歳
未
満
の

児
童
が
治
療
に
よ
り
確
実
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
場
合
に
、
保
護
者

か
ら
の
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
自

己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
障
害

福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
６

　

市
で
は
可
燃
ご
み
減
量
の
た

め
、
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
は
生
活
環
境
課
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

■
補
助
対
象
＝
①
コ
ン
ポ
ス
ト
、

　

②
電
動
生
ご
み
処
理
機

■
補
助
金
額
＝
①
５
千
円
を
上
限

　

と
し
て
購
入
金
額
の
１
／
２
、

　

②
２
万
円
を
上
限
と
し
て
購
入

　

金
額
の
１
／
３

■
補
助
対
象
機
限
度
数
＝
①
１
世

　

帯
に
つ
き
２
基
、
②
１
世
帯
に

　

つ
き
１
基

■
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

○
申
請
書
（
生
活
環
境
課
に
設
置

　

し
て
あ
り
ま
す
）

○
領
収
書
（
宛
名
が
申
請
者
で
店

　

の
印
の
あ
る
も
の
。
ま
た
申
請

　

日
よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
30
日
以

　

内
の
領
収
書
に
限
る
）

○
カ
タ
ロ
グ
や
取
扱
説
明
書
な
ど

　

型
番
が
分
か
る
も
の

○
申
請
者
本
人
の
通
帳
（
補
助
金

　

は
口
座
振
込
に
な
り
ま
す
）

○
印
鑑(

認
め
で
か
ま
い
ま
せ
ん)

○
世
帯
員
の
市
税
完
納
証
明
書

　
（
税
務
課
に
て
発
行
し
て
い
ま

　

す
）

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

３
４
８
５

高
鍋
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

　

月
に
一
回
、
高
鍋
年
金
事
務
所

の
職
員
が
市
役
所
で
年
金
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
相
談
を

受
け
付
け
る
「
出
張
年
金
相
談
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

高
鍋
ま
で
行
か
な
く
て
も
老
齢

厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
平
成
25
年
度
の
年
間
相
談
日

　

４
月
18
日
、
５
月
16
日
、　

　

６
月
20
日
、
７
月
18
日
、

　

８
月
15
日
、
９
月
19
日
、

　

10
月
17
日
、
11
月
21
日
、

　

12
月
19
日
、
１
月
16
日
、

　

２
月
20
日
、
３
月
20
日

※
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

■
相
談
時
間
＝
10
時
〜
12
時
、
13

　
時
〜
15
時

■
場
所
＝
市
民
課
年
金
係

■
受
付
内
容
＝
老
齢
・
遺
族
厚
生

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
厚
生
年

　

金
・
国
民
年
金
の
記
録
確
認
、

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
や
そ
の
他
年

　

金
に
関
す
る
質
問
な
ど

■
予
約
＝
各
相
談
日
の
１
カ
月
前

　

か
ら
電
話
に
よ
る
予
約
を
受
け

　

付
け
ま
す
。

■
予
約
先
＝
高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
年
金
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
２
１

　

高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
４
月
９
日(

火
曜)
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 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
● 

く 

ら 
し 
●
●

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の

　
　
　
　
　
　
補
助
に
つ
い
て
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９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
そ
の
他
＝
個
別
相
談
は
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
４
月
11
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-
３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
４
月
16
日(

火
曜)

　

10
時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
４
月
16
日
（
火
曜
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
４
月
20
日
（
土
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。

　

消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛
生
対
策

の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基

準
を
守
っ
て
日
本
一
安
全
・
安
心

な
畜
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

伝
染
病
か
ら
家
畜
の
生
命
を
守

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
４
月
28
日(

日
曜)

　

９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
５
月
１
日(

水
曜)

　

９
時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
18
年
４
月
２
日

　

〜
５
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
13
年
５
月

　

１
日
〜
５
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
ま

　

す
■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

司
法
書
士
に
よ
る

　
消
費
生
活
無
料
相
談︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
５
月
７
日
（
火
曜
）

　

13
時
〜
16
時

　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

今
月
の
納
期

　

４
月
30
日
は
、
固
定
資
産
税
第

１
期
の
納
付
期
限
で
す
。

　

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

１
０
６
１
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 人の動き ( 平成25年3月１日現在 )
■人　口　31,791   (-28)　■男　　14,940   (-22)
■世帯数　12,200   (±  0)   ■女　　16,851   (-  6)
■転入    68   ■転出    77   ■出生   15 ■死亡    34
■高齢化率 (65歳以上 )　30.47％

COOKING
 

西都産野菜の
　　　　　かき揚げ

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 ( ４人分 ) ／
人参 100g、ピーマン 50g、ゴボウ 50g、ニラ 20g、
かえりちりめん 40g、薄力粉 120g、卵 1個、塩少々
※かえりちりめんがない時は、ニボシの頭と内臓を取り
　出し、小さくさいたものでも可。
●作り方／
①野菜類はきれいに洗い、ニラは 1㎝くらいのざく切り
　に、それ以外の野菜は短冊切りにする。
②①の野菜類とかえりちりめんをを混ぜ合わる。
③ボールに薄力粉・卵・塩を入れて混ぜる。
④③の中に②を入れ、さっくり混ぜて油で揚げる。

２月号プレゼント「レストラン旬菜家『西都の春の恵み』」
の当選者です。おめでとうございます。　　　　　 

佐伯　さおりさま（  中  妻   ）
河野　淑恵さま　  （  三  宅   ）
齋藤　広子さま 　 （  岩  爪   ）

 PRESENT西都茶業振興会の「西都茶」

 西都茶業振興会の「西都
茶」（1000 円相当）を３
人の方にプレゼント。
香り豊かな西都産のお茶を
お楽しみください。
（写真は昨年のものです）

 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は4月30日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西都市
総務課「地場産品もらっちゃおう4月号」係。または、Ｅ
メール：koho@saito-city.jp まで。
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A
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うめもん豆 知識

ピーマン
●本市を代表する野菜の一つ。
●露地栽培の旬は夏だが、ハウス
　などで年間を通して栽培されて
　いる。
●カロチンやビタミン Cなどの
　ビタミンを多く含み、ビタミン
　Ａは油で調理することで吸収率
　がアップする。

BOOKS

父の汚名をそそぎた
い思いを胸に秘め江
戸へきた笙之介。
次々に起きるミステ
リアスな事件のな
か、人生の切なさ、
ほろ苦さ、人々の温
かさが心に染みる物
語です。

「どうして～しない
の？」とワクにはめ
ようとする大人。
『だって・・・』と
言いたくなる子ど
も。
だっての理由は？
親子でちょっと読ん
で楽しみませんか？

 『桜ほうさら』　
　　　　　宮部みゆき／著
　　　　　　　　　　　　PHP 研究所

 『だって・・・』
　　石津ちひろ／作・下谷二助／絵
　　　　　　　　　　　　　　国土社

 ●オススメの本
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今
年
も
例
年
の
よ
う
に
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
、
西
都
原
運
動

公
園
野
球
場
に
は
東
京
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
社
会
人

や
大
学
の
野
球
チ
ー
ム
が
、
ま
た

清
水
台
総
合
公
園
に
は
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
な
ど
の
Ｊ
リ
ー
グ
や

大
学
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
た
く

さ
ん
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
夏
や
秋
に
お
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
合

宿
や
大
会
な
ど
で
本
市
を
訪
れ
ま

す
。
名
実
と
も
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
西
都
」
が
始
動
し
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
本
市
は
「
食
」
の
宝

庫
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

多
種
多
様
な
農
畜
産
物
が
一
年
を

通
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
観
光
で
は
、
西
都
原
の
広
い

台
地
で
春
の
桜
と
菜
の
花
、
夏
の

ひ
ま
わ
り
、
秋
の
秋
桜
と
四
季
を

通
し
て
花
々
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
西
都
原
古
墳

群
や
国
府
・
国
分
寺
跡
、
都
於
郡

城
址
、
神
楽
や
臼
太
鼓
踊
り
な
ど

と
有
形
、
無
形
を
問
わ
ず
歴
史
・

文
化
遺
産
に
直
接
触
れ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
資
源
（
た
か
ら
）

に
あ
ふ
れ
た
本
市
だ
か
ら
こ
そ
、

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
や
観
光
を
ど
の

よ
う
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
、

交
流
人
口
拡
大
の
カ
ギ
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
点
と
点

を
線
で
結
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
て
、

西
都
市
全
体
を
面
で
覆
い
つ
く
す

取
り
組
み
が
特
に
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
一
端
を
担
う
道
路
が
、
つ

い
に
完
成
、
開
通
い
た
し
ま
し

た
。
西
都
原
台
地
と
清
水
台
を
結

ぶ
「
西
都
原
総
合
台
線
」
で
す
。

こ
の
道
路
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
客
や
観
光
客
に

と
っ
て
の
利
便
性
が
向
上
し
、
さ

ら
な
る
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
観
光

を
つ
な
ぐ
道
路
と
し
て
大
い
に
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

編
集
後
記

　

西
都
原
は
今
、
春
ら
ん
ま
ん
の

花
盛
り
で
す
。
写
真
を
撮
り
に

行
っ
て
み
る
と
、
春
の
陽
気
に
誘

わ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
が
お
花

見
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
犬
を
飼
い
始
め
た
の
で
す

が
、
菜
の
花
の
中
を
散
歩
し
た
ら

晴
れ
や
か
な
気
分
に
な
れ
そ
う
で

す
ね
。
愛
犬
に
西
都
原
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
西
都
原
で
は
タ
ン
デ
ム
バ

イ
ク
（
２
人
乗
り
自
転
車
）
の
貸

し
出
し
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
友

達
や
夫
婦
同
士
、
カ
ッ
プ
ル
で
、

古
代
の
風
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
そ
う
で
す
。（
あ
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と

　
　
　
　
　観
光
の
接
続

西都原総合台線

　西都原の菜の花
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第 10回
　スギナ (ツクシ )

月
号
の
『
ち
ょ
っ
と
み
ち
く

さ
第
９
回　

ナ
ナ
ク
サ
』で
、

七
草
粥
の
本
当
の
日
は
い
つ
な
の

か
に
つ
い
て
色
々
書
く
う
ち
、
書

い
て
い
る
本
人
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
読

者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
叱
り
を
う
け

た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

三
月
五
日
朝
六
時
、
テ
レ
ビ
の

「
お
は
よ
う
日
本
」
が
「
今
日
は

啓け
い
ち
つ蟄
で
す
。
土
の
中
に
眠
っ
て
い

た
虫
た
ち
が
這
い
出
し
て
く
る
日

で
す
」
と
し
ゃ
べ
り
始
め
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
て
西
都
原
の
Ａ
さ
ん

か
ら
「
ツ
ク
シ
が
い
っ
ぱ
い
出
ま

し
た
よ
」
の
電
話
が
き
た
。

　

ツ
ク
シ
の
坊
や
の
目
が
さ
め
た

　

ツ
ク
シ
誰
の
子　

ス
ギ
ナ
の
子

電
話
で
再
三
お
話
し
し
て
い
る
Ａ

さ
ん
と
は
旧
知
の
仲
。
ま
だ
そ
の

顔
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
日

は
ツ
ク
シ
を
と
お
し
て
、
そ
の
優

し
い
Ａ
さ
ん
の
顔
が
見
え
て
き

た
。

　

西
都
原
の
姫
塚
の
周
り
に
ス
ギ

ナ
（
ツ
ク
シ
）
が
一
斉
に
芽
を
吹

い
た
。
長
さ
五
～
十
㌢
く
ら
い
の

ミ
ニ
ア
ス
パ
ラ
が
、
爪
楊
枝
を
突

き
立
て
た
よ
う
に
生
え
て
き
た
。

そ
の
芽
を
摘
み
、
醤
油
だ
け
で
コ

ト
コ
ト
と
気
長
に
煮
詰
め
る
。
こ

の
佃
煮
を
壺
に
入
れ
て
保
存
し

て
お
き
、
夏

に
な
っ
て
サ

ン
シ
ョ
ウ
の

実
を
混
ぜ
て

再
び
煮
込
む
。

こ
れ
を
夏
の

朝
、
熱
い
麦

飯
に
の
せ
て

食
べ
る
。
ま

た
天
高
く
馬

肥
ゆ
る
秋
の

運
動
会
の
こ

ろ
、
お
に
ぎ

り
の
芯
に
握

り
込
み
、
野
外
で
食
べ
る
の
も
い

い
。

　

一
方
「
ツ
ク
シ
誰
の
子
ス
ギ
ナ

の
子
」
と
い
わ
れ
る
ツ
ク
シ
は
人

も
知
る
山
菜
の
珍
品
。
袴は
か
まと

頭
を

取
り
、
油
炒
め
な
ど
軽
い
味
付
け

を
し
て
食
べ
る
。
シ
ャ
キ
ッ
と
し

た
歯
触
り
が
何
と
も
言
え
な
い
。

　

ス
ギ
ナ
（
ツ
ク
シ
）
は
、胃
・
舌
・

肝
臓
が
ん
を
治
す
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
食
欲
を
増
す
働
き
や
利

尿
作
用
も
あ
る
。

　

こ
の
地
球
上
で
、
二
億
年
と
い

う
気
の
遠
く
な
り
そ
う
な
時
間
を

生
き
続
け
て
き
た
、
シ
ダ
類
の
長

命
に
あ
や
か
り
た
い
。　

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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